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和光大学表現学部紀要　18 号・2018 年 3 月
「汽車が通じたから出て来たといふ人」と呼んだ人もこの時期から
増えてきたと考えられる。　　　　　　　　　　　　（以下続稿）
付記本稿は昭和文学会『昭和文学研究』七五集（二〇一七年九月）掲
載の拙稿「『ツー
リズム』のゆくえ　歌枕的文化と『案内記』」の中
心部分「〈案内記〉と歌枕的伝統」の節の原型に加筆修整を加えた
ものである。
『昭和文学研究』の「ツー
リズムと文学　特集」に編集委員会の
需めに応じて書いた初稿は、明治初期から昭和初頭までの〈案内
記〉に言及した原型部分だけで四百字詰原稿用紙百枚をはるかに超
える文字量となってしまった。学会誌掲載稿は、これを大幅に削っ
たものである（それでも指定紙数を超えて、編集委員長の日高佳紀先
生（奈良教育大学）には大変ご迷惑をお掛けした）。
本稿と学会誌掲載稿とのあいだにいささかの重複はあるが、削除
部分を大幅に復活させてあり、学会誌稿ではことば足らずで終わっ
た箇所を補い、それぞれの〈案内記〉の記述の紹介と分析をいくら
か補えているのではないかと思う。
── 注
（１）一八八九年七月東海道線、新橋神戸間全通。さらに本書刊行の九二年七月
には三原（山陽鉄道）まで延伸。東北線（日本鉄道。上野青森間）は九一
年九月に全通。北陸線は高崎直江津間の碓氷峠が障壁となって全通してい
なかった。九州、北海道では幾ばくかの路線が運行を始めていた。
（２） 五井信「書を持て、旅に出よう　明治三〇年代の旅と〈ガイドブック〉〈紀
行文〉」（『日本近代文学』六三集、二〇〇〇年一〇月）33ペー
ジ。
（３） 平凡社『日本歴史地名大系　宮城県』「末の松山」項を引く。「江戸時代に
は各藩により領内の名所旧跡を定着整備させようとする政策がとられて
くる。その結果「みちのく」に「末の松山」が四ヵ所も生れるという現象
を生じた。（一）現福島県いわき市説、（二）現岩手県二戸市説、（三）現桃
生郡河南町須江説、(四)現多賀城市八幡説である」。一戸停車場近傍とされ
る「末の松山」は（二）にあたる。
（４） 前田愛「『高野聖』──旅人のものがたり」（『國文學　解釈と教材の研究』
一九七三年七月）
（５）「家庭全書」は第一編『明治礼式』から第一二編『家庭の教育』まで全一二
冊のシリー
ズである。
（６）一九三六年七月下旬に花巻の医師佐藤隆房が撮った動画『懐かしの岩手軽
便鉄道』に仙人峠を駕籠で越す人々
が映っている。
＊なお、本稿でとりあげた諸書のうち、原本では角書きで表記されている
タイトルや、旧字、異体字が使われているものも、すべて角書きは一行に
改め、新字表記とした。
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[18]〈名所案内〉〈旅行案内〉と文学史蹟
